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JA創立 70周年記念イベント

　美瑛の食を謳歌し、夏を惜しむ
「どかんと農業まつり」が 8月 19
日大きな盛り上がりの中で開催さ
れました。ご承知のように昨年は
開会宣言に合わせるような「豪雨」
に見舞われイベントも残念ながら
中止に追い込まれました。しかし
今年は夏真っ盛りの好天が「まつ
りを後押し」メインステージ、農
畜産物のＪＡブース、歩行者天国、
オープンステージとも盛況な中で
美瑛のビックイベントを楽しみま
した。開会は主催者を代表し熊谷
代表理事組合長、浜田美瑛町長な
どが挨拶。続いて、軽快なよさこ
いソーランの演舞が披露されスタ
ート。

オープンは
よさこい演舞

　この日のイベント
参加者は主催者発表
で 3万人。まつり一
色の農業まつりは行
く夏を惜しむ祭りで
もあります。
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■浜田美瑛町長／昨年は大
きな災害に見まわれた。復
旧も順調に進んでいる。今
年は天候にも恵まれた。大
いに美瑛の食と夏を楽しん
でください―と挨拶。

■熊谷代表理事組合長／多
くの皆さんの参集に感謝す
る。農作物は順調で、夏作
の一番である小麦の収穫も
終わり品質，収量とも好調。
水稲も大いに期待できる―
と挨拶。

■林サッポロビール北海道
支社長／わが社のビール原
料は北海道産にこだわって
いる。今年も消費者の皆さ
んに美味しく戴けると確信
している―と挨拶。

■新田枝幸漁協青年部長／
今年もこのどかんと農業ま
つり参加できることに感謝
している。枝幸産の美味し
い海産物を準備している。
海の幸を楽しむ一日として
―と挨拶。

アトラクション

大いに楽しんで／主催者・協賛者あいさつ

ステージ・もちまき 　ＳＴＶラジ
オ公開生放送
＆歌謡ショー
のゲストはス
ターの「錦野
　旦」さん

恒例カニの早食い
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地域の
　力自慢走る

美瑛の
　食を堪能

タイムトライアル結果（上位 5着）

順位 チーム名 タイム

１位 ルベシベ・二　股 1分53秒96

２位 北台農学部 1分58秒34

３位 新区画・オキキネウシ 1分58秒70

４位 藤　野・原　野 1分59秒56

５位 新　星 2分03秒46

俵担ぎリレー

フォト
スケッチ

力自慢の走る「雄姿」
に盛んな拍手も
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美瑛の
　食を堪能

ＪＡマルシェはいつも人気

美瑛産のそば粉を使って
「手打ちそば」に人気の列 美瑛産米の混ぜご飯も

好調な売れ行き

新鮮が人気、美瑛牛乳 これが目当て「根強い人気」の豆類 定番のジャガイモも好調
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盛り沢山の
　イベント

恒
例
イ
ベ
ン
ト
・
仮
装
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

オープンステ
ージで熱唱

アフリカの打
楽器も登場

アルパカは人気の的 「当たるかな」射的 歩行者天国に絶えず人の流れが

軽快なメロディ―の
フラダンス
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　農水省は、2015 年度の都道府県別の食料自給
率をまとめた。カロリーベースでは前年度と比
べ、天候不順に見舞われた茨城や沖縄など 17県
で下落した。一方、小麦とテンサイが豊作だっ
た北海道など 14道府県で向上した。全国１位の
北海道は前年度比 14㌽増えて 221㌫だった。
　食料自給率は、国内の食料消費を国内の農業
生産でどの程度賄えるかを示す指標で、同省は
このほど 16 年度の全国の食料自給率は 38㌫と
公表していた。今回まとめた都道府県別の食料
自給率は、１年遅れの 15 年度の結果となる。
15年度の全国の食料自給率は、カロリーベース
では 39㌫。６年連続で横ばいだった。生産額べ
―スでは 66㌫で６年ぶりに向上した。都道府
県別で見ると、カロリーベースでは、北海道の
221％を筆頭に、青森、岩手、秋田、山形、新潟
の６道県で100㌫を超えた。一方、東京や神奈川、
大阪の都市部では２㌫以下にとどまった。
　前年度と比べて伸び幅が最も大きかったのは
北海道。好天に恵まれ小麦やテンサイが豊作で、
14㌽伸びた。一方で天候不順に見舞われ、米の
生産が減少した茨城や、サトウキビの出来が悪
かった沖縄では下落幅が大きかった。生産額べ
ースでは、宮崎の 287㌫を筆頭に、20 道県で
100㌫以上だった。牛肉や青果物価格の上昇に伴
い、32道府県で自給率が向上。特に畜産が盛ん
な宮崎、鹿児島などで自給率の伸びが目立った
ものの、2016 年度の食料自給率の低下に政府与
党内に危機感が広がっている。
　公表値では 38㌫と前年比１㌽減だが、小数点
以下を見ると 37・58㌫で、実際には２㌽近く低
下。自由貿易の旗振り役を謳う現政権は環太平
洋連携協定（ＴＰＰ）はじめ自由貿易を推し進
め、7月初旬にはチーズなどの大幅譲歩を許して、
日 EU，EPAは大筋合意がされてしまった。生
産者には自給率向上と合わせ安心して営農が継
続できる環境づくりが望まれる。

自由貿易の陰で低下の食料自給率

　

北
海
道
酪
農
で
意
欲
見
せ
る
後
継
者
が

多
数
い
る
中
、
人
口
５
億
人
、
28
力
国
が

加
盟
す
る
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
が
大
枠

合
意
し
た
。
自
由
貿
易
の
旗
振
り
役
を
う

た
う
政
権
与
党
は
、
大
き
な
成
果
と
強
調

す
る
が
、
同
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
具
体
的
な
効
果
や

影
響
に
対
す
る

国
民
的
な
理
解

は
不
十
分
な
ま

ま
だ
。
特
に
打

撃
が
懸
念
さ
れ
る
酪
農
を
中
心
と
し
た
農

業
現
場
で
は
膚
突
”
と
の
印
象
が
強
く
、

戸
惑
い
や
不
安
だ
け
で
な
く
、
憤
り
の
声

も
出
て
い
る
。
国
内
酪
農
を
め
ぐ
っ
て
、

国
は
拡
大
す
る
乳
製
品
需
給
に
対
応
す
る

と
の
目
的
で
生
乳
改
革
を
進
め
て
い
る

が
、
Ｅ
Ｕ
産
の
乳
製
品
の
輸
入
拡
大
を
招

き
か
ね
な
く
今
回
の
合
意
内
容
と
の
整
合

性
は
と
れ
て
い
る
の
か
疑
問
。
農
林
水
産

省
が
７
月
４
日
に
公
表
し
た
畜
産
統
計
に

よ
る
と
、
２
０
１
９
年
２
月
１
日
現
在
の

酪
農
家
戸
数
は
前
年
比
６
０
０
戸
（
３
・

５
％
）
減
の

１
万
６
４
０
０

戸
と
な
り
、
５

年
前
に
比
べ

３
千
戸
も
減
少
。
飼
養
頭
数
も
５
年
前
に

比
べ
10
万
頭
減
り
１
３
２
万
頭
に
な
っ

た
。
酪
農
家
の
先
行
き
不
安
解
消
な
く
し

て
、
国
内
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
は
困

難
だ
。
国
産
の
牛
乳
・
乳
製
品
や
畜
産
物

を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
も
。

意
欲
あ
る
後
継
者
の

　
　
　「
芽
」
を
育
て
て

　

上
川
管
内
の
酪
農
家
の
皆
さ
ん
が
、

乳
牛
の
体
型
を
競
い
合
う
総
合
家
畜
共

進
会
が
、
８
月
19
日
北
海
道
中
央
地
域

家
畜
市
場
で
行
わ
れ
、
美
瑛
町
か
ら
も
、

各
生
産
者
が
改
良
を
重
ね
飼
養
し
た
乳

牛
が
、
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
に

㈱ベイリッチランドファーム所有牛

は
更
別
村
の
酪
農
家
、
天
野
洋
一
氏
が

務
め
ま
し
た
。
Ｊ
サ
イ
ア
３
才
ク
ラ
ス

で
は
、
１
位
に
上
田
雅
樹
さ
ん
所
有
牛
、

シ
ニ
ア
３
才
ク
ラ
ス
で
は
、
１
位
に
㈱

ベ
イ
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド
Ｆ
所
有
牛
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
注
目
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
、
シ
ニ
ア
３
才
ク
ラ
ス
で

１
位
を
獲
得
し
、
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ

イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
も
受
賞
し
た
「
ベ

イ
リ
ツ
チ
ラ
ン
ド　

シ
ヤ
キ
ー
ラ　

イ

ザ
ベ
ル　

Ｅ
Ｔ
」
号
が
輝
き
ま
し
た
。

同
時
に
行
わ
れ
た
第
43
回
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
（
高
校
生
・
実

習
生
の
部
）
で
、
浦　

丈
旺
さ
ん
（
美

瑛
中
３
年
）
が
１
位
を
獲
得
し
、
熱
い

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第 59 回上川管内総合家畜共進会

グランドチャンピオン受賞



　

昨
年
12
月
の
「
農
協
改
革
」

に
関
す
る
組
合
員
向
け
資
料
に
引
き
続
き
「
准

組
合
員
制
度
」
に
つ
い
て
の
組
合
員
向
け
資
料

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

准
組
合
員
利
用
規
制
に
関
し
て
、
農
林
水
産

省
が
結
論
を
出
す
期
限
の
平
成
33
年
３
月
末
が

迫
る
中
、
准
組
合
員
利
用
規
制
が
及
ぼ
す
影
響

を
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る

き
っ
か
け
と
し
て
の
活
用
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。
本
資
料
は
、
准
組
合
員
制
度
の
成
り
立

ち
や
准
組
合
員
が
地
域
を
支
え
る
実
態
、
規
制

改
革
推
進
会
議
が
准
組
合
員
利
用
規
制
を
迫
る

背
景
な
ど
を
、
平
易
な
対
話
形
式
に
よ
り
表
現

し
て
お
り
ま
す
。
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

資
料
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
等
を
活
用
し
た
生
産

者
向
け
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
「
ホ
ク

レ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は

生
産
者
の
皆
様
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
や
新
商
品

の
情
報
、生
産
資
材
（
飼
料
や
農
薬
な
ど
）
価
格
、

ス
マ
ー
ト
農
業
情
報
な
ど
の
営
農
情
報
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
生

産
者
の
皆
様
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
（http://hokuren-new

s.
jp/

）
か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

８
月
に
、
小
学
生
の
親
子
を
対
象
と
し
た

『
旬
食
カ
レ
ッ
ジ
in
旭
川
「
収
穫
・
料
理
教
室
」』

を
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
か
わ
の
協
力
を
受
け
開
催
し
ま

し
た
。

　

大
根
の
収
穫
体
験
、
収
穫
し
た

大
根
を
使
っ
た
料
理
教
室
、
農
業

者
に
よ
る
講
演
等
を
実
施
す
る
な

ど
、「
食
材
が
畑
か
ら
食
卓
に
並

ぶ
ま
で
」
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、

農
業
・
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。参
加
者
に
は
、「
農
家
を
身
近
に
感
じ
た
」

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
な
ど
好
評
で
し
た
。

　

８
月
４
日
、
札
幌
に
て
「
全
道
Ｌ

Ａ
・
ス
マ
サ
ポ
大
会
」
を
開
催
し
、
全
道
Ｊ
Ａ

の
中
か
ら
、
平
成
28
年
度
普
及
活
動
で
優
秀
成

績
を
収
め
た
Ｌ
Ａ
38
名
と
、
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
１
１
名
が
登
壇
し
、
表
彰
し
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
共
済
で
は
、こ
れ
か
ら
も
「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」

と
「
あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ
ク
（
保

障
点
検
活
動
）」
の
実
践
を
通

じ
て
、
組
合
員
・
地
域
利
用
者

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
、「
安

心
」
と
「
満
足
」
の
提
供
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な

啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報

誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年

３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情

報
を
発
信
し
て
お
り
ま

す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン
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↑登録は
こちらから
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生産
資材技術情報生産
資材技術情報

営農ホット
ライン

H O T L I N E
9 月の技術対策と資材

　
　収穫作業が多くなりますが、収量・品質を左右する重
要な作業が残っています。
具体的な作業情報は、生産部会から示されるので、ここ
では基本的な事項を紹介します。

1 ◆収穫前後の作業
表１　９月の作業の要点（抜粋）
作物 内容

全作物

① )病害防除……日照不足続き・温度の急変があ
ると、病害抵抗性が弱ることがある。
②根圏の酸素供給……停滞水・耕盤層があると根
が弱り、収量・病害抵抗性に影響

水稲

①適期収穫（試し刈りによる）
②収穫後の溝切りによる過湿の防止
③もみ殻の適切処理でイモチ病を防ぐ
④稲わらの適切処理でワキを防ぐ
⑤土壌分析で、改良資材の見直しをする

馬鈴しょ
　疫病菌は、高温では胞子で空気伝染して茎葉で
発症し、低温では遊走子で水伝染し塊茎腐敗の原
因となる。

てん菜 　９月高温で、褐斑病発症のおそれ。
豆類 　登熟状況確認（青立ち・莢先熟）

施設野菜
　ハウス内温度の低下に伴う、湿度管理・潅水量
管理・病害発生予防

２◆秋まき小麦の播種
　輪作は基本として、播種に向けての盲点になりそうな
事項は、表２のとおりです。
　◎播種量の計算（10ａと㎡の換算）
　播種量６ｋｇ／ 10ａを例にすると、１平米当たりで
は６ｇ／㎡となり、数値は同じとなる。種子の千粒重が
４０ｇとすると、播種粒数は１５０粒／㎡となる（６÷

４０× 1000）。出芽率を 95％とすると、142 本／㎡の出
芽本数になる。
　越冬目標茎数を 1,000 本／㎡とすると (ゆめちからは
1,500本程度)、1株当たり7本くらいの茎数が必要となる。

表２　秋まき小麦播種時の留意点 (抜粋 )
項目 内容

土壌改
良・
施肥

①pH調整……ｐHは年々低下していく。低ｐ
Ｈを、アルカリ資材で矯正する。
②微量要素不足・苦土不足の畑がしばしばみられ
る。追肥だけでは不十分なので、播種前に改良資
材を施用する。

播種量
　播種重量だけにこだわらず、千粒重を意識し、
播種粒数を確保する。

播種時期
　本葉５葉以上（できれば５．７～６．５葉）で越
冬するのが、目安とされる。

３◆台風・豪雨への備え
　９月は、台風・豪雨が心配となる時期です。早めの準
備をしておき、作物等への被害軽減を図ってください。
　既存の各種資料や現地事例等から、盲点となりそうな
幾つかの対策事項を整理します。
1)　排水溝等の水草等を刈取り、水の流れを良くする。
2)　畑の低地部凹みの透排水を良くしておく。
3)　畑・ハウス周囲の排水をよくしておく。
4)　ハウスのラセン杭の緩みを直しておく。ハウス周囲
の飛散おそれのあるものの片づけ
5)　病害防除は、雨前に済ませておく。
　　降雨前後の防除に備えての薬剤の手配。
6)　傾斜畑の土砂流亡を防ぐため、収穫跡畑では最大斜
度に対し 45°程度に数本の溝切りをし、豪雨表面水の
集中と速度を分散させる。
7)　台風・豪雨時は、身の安全を第一とする。
8)　長い傾斜の舗装道路からの雨水が、畑への流入を防
ぐため明渠等の整備。
9)　倉庫床の電気製品等を高所に配置替する。
10)　停電対策、畜舎の衛生対策の準備

４◆農作業の安全等
　農繁期ですが、農作業安全が大切です。
　1．農作業事故防止。公道移動中の事故防止
　2．農薬の安全使用
　　　　　（生産資材課　技術相談員　記）
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【全体運】あれこれ考え過ぎてしまう傾向があり
ます。悪いことを心配するより、プラス思考をし
た方が開運のきっかけに

【健康運】リラックスを心掛けて。深呼吸が効果的
【幸運を呼ぶ食べ物】イクラ

【全体運】楽しいことに縁がありそう。遊びや飲み
会などに誘われたら、気軽に OK して出掛けて
みては。旅行もラッキー

【健康運】おおむね良好。まめに動けば、さらに快調に
【幸運を呼ぶ食べ物】インゲン

【全体運】ささいなことでイライラしやすい時期で
す。笑顔を心掛けて。趣味など１人の時間を楽
しむと良い気分転換に

【健康運】ちょっとしたけがに注意。冷静な行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】人との交流から幸運が。人間関係を広げ
るべく行動してみて。付き合ったことのないタイ
プとも親しくなれそう。

【健康運】暴飲暴食になりやすいかも。自己節制を
【幸運を呼ぶ食べ物】スダチ

【全体運】 落ち着いた気分で過ごせる期間。プラ
イベートの充実に励むと、手応えを感じられるは
ず。習い事も好結果に

【健康運】軽く体を動かせば運気アップできそう
【幸運を呼ぶ食べ物】マツタケ

【全体運】行動力が高まる兆し。過去に駄目だった
ことに再挑戦すれば、リベンジできる可能性が大。
攻めの姿勢で動いて

【健康運】良質な睡眠を取ることで体調に好影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

【全体運】物事の優先順位を間違えやすい暗示。や
るべき作業を後回しにしないよう、ご用心。気晴ら
しには足湯がベスト

【健康運】食生活の質向上が大事。運を呼べるはず
【幸運を呼ぶ食べ物】シソ

【全体運】ちょっとした変化でつきを呼び込める
気配。いつもとは違うことを意識してみて。部
屋の模様替えも良い刺激に

【健康運】血行促進が健康の鍵。運動を楽しんで
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴーヤ－

【全体運】自分の意見や考えに固執しやすくなる
傾向が。周囲の言葉には謙虚に耳を傾けて。開
運には和風のものが効果的。 

【健康運】 ストレスを感じがち。小まめに発散して
【幸運を呼ぶ食べ物】スルメイカ

【全体運】大胆な発想が幸運を引き寄せるポイン
ト。未体験ジャンルも意欲的にぶつかってみて。
前向きにアクションを

【健康運】スポーツで心身のシェイプアップが可能
【幸運を呼ぶ食べ物】ナス

【全体運】物事を邪推するなど、うがった見方にな
りがち。周囲と不協和音を奏でやすいので注意。
素直さを大切に

【健康運】運動不足解消が必要。意識して動くこと 
【幸運を呼ぶ食べ物】カボス

【全体運】小さなミスにクヨクヨしやすいよう。気
持ちを大きく持って。迷ったら信頼できる人に相
談に乗ってもらうと◎

【健康運】疲労蓄積はNG。適宜、解消する工夫を
【幸運を呼ぶ食べ物】ズッキーニ
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●焼きなす茶そば●

⑴ナスは縦に皮目に 6～ 8本の包丁
を入れ、焼き網で転がしながら強火
で柔らかくなるまで焼き、氷水に素
早く落とし熱いうちに皮をむく。

⑵梅干しは種を取り包丁でたたき、

ミニトマトは半分に切り、ミツバは
さっとゆで、ざく切りにする。

⑶大きめの鍋に湯（材料外）を沸かし、

茶そばをゆで、ゆで上がったら素早
く水洗いしてざるにあげる。

⑷器に茶そばを盛り付け、2 分の 1

に切った焼きなす、梅肉、ミツバ、

ミニトマト、わさび、砕いた堅焼き
せんべいをあしらい、麺つゆ（好み
の濃さで）を張る。

ナス………………………２本
梅干し……………………４個
ミニトマト………………２個
ミツバ……………………1把

　季節ごとにあしらう野菜を変えてサラダ風にして
も楽しいです。

（4 人分）

　茶そば…………………200 ｇ
　市販の麺つゆ………………適宜
　わさび………………………適宜
　堅焼きせんべい……………１枚
　

明日のおかずも一緒に仕込める
忙しい人のための「ついでレシピ」
今夜のおかず作りのついで
にできる「簡単ストック」
で、明日と明後日の料理が
グッとラクになる！
段取り名人・笠原将弘氏が
数える、忙しい人のための
調理テクニック。保存もで
きるからさまざまな料理に
展開できる。
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☎92-3455　FAX92-3488

FARM LAND からの
お知らせ

住化農業資材商品が　　　
10 月より値上げがあります
●トマト農家様向け

スムチューブ果菜　　￥8,400 →￥8,800
スムチューブ小水量　￥8,400 →￥8,800

値上げ前特別価格
　　　　　￥7,000税別

値上げ前特別価格
　　　　　￥17,500税別

●稲・ビートの育苗潅水に

ミストエースS54　￥20,000 →￥21,000
ミストエースS72　￥20,000 →￥21,000

その他部材は 10％値上げとなります
※値上げ対象外商品もあります

新規でご購入を考えている方　
早めの相談を !!
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ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157

“国産メーカー冬タイヤ
早期予約受付中です！”

～早めの準備で安心・安全～
　ホクレンＳＳ（給油所）では、冬タイヤの早期
予約を受け付けています。
　早期予約特典として、９月３０日までにご予約
頂いたお客様には、粗品をプレゼント！
　また、早期特別価格にてタイヤをご提供させて
頂きます。
　さらに、タイヤ組替脱着工賃・ホイルバランス
調整・廃タイヤ処分料をサービスさせて頂きます。
　なお、アロックＶＩＰ会員は店頭給油値引

（１円／ℓ ６ヶ月間）となります。
　詳しくは、ホクレン北町給油
所スタッフまでお問い合わせ下
さい。

お間違えなく/
営業時間変更しております
ホクレン大町セルフ給油所

　大町セルフ給油所は次の通り営業時間を変更し
ております。お間違えの無いようご利用をお願い
致します
■大町セルフ給油所営業時間（9月1日・金から）
　　午前６時から午後９時まで
※ホクレン美瑛北町給油所の営業時間は変更あり
ません

ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157
ホクレン美瑛大町給油所　☎92-0021
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前受灯油とは
　冬期間（9.1 ～翌年 5.31）の家庭用灯油使用
金額を前納して頂く事を前提に、供給時の店頭
価格から 3 円 /㍑引きと致します。（配送料込）
　前納金額に不足が生じた場合は、追加は原則
1 回のみ可と致します。
　残金は期間終了時点（5 月末）をもって精算
致します。
　申込みについては、北町給油所 ･ ＪＡ貯金店
舗にて。（11 月末まで）
　なお、クミカン引き希望の方は、登録印が必
要となります。
※新規（前受灯油）の方には箱ティッシュ５箱をプ

レゼント！
※アロックＶＩＰ会員なら、値引きも発生します（受

付時に会員№確認）

詳しくはホクレン北町給油所まで

前受灯油（受付・配送）開始！

ホクレン北町給油所　☎92-2157

生産資材課からお知らせ

ＪＡバンクを
ご利用のお客様へ

生産資材課　☎92-1411

貯金課　金融店舗　☎92-4325

　農薬の返品は９月９日（土）までとなっており
ますので、お早めの返品をお願いいたします。
まだ使用する農薬につきましては、使用終了後の
返品で構いません。
※有効期限が過ぎている物や汚泥品・破損・開封
済み等の農薬につきましては、返品を受けること
が出来ませんので、予めご了承ください。

　いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとう
ございます。
　このたびＪＡバンクの全国統一電算システムの
更改にともない、誠に勝手ながらＡＴＭ・ＪＡネ
ットバンク等のサービスを一時休止させていただ
きます。
　ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力
を賜りますようお願い申しあげます。

休止日　　９月16日（土）・17日（日）
対　象　　・ＪＡバンクＡＴＭ
　　　　　・ＪＡネットバンクサービス
　　　　　・コンビニ等のＡＴＭ
　　　　　・デビットカードサービス

毒劇物の購入の際には、
必ず印鑑をご持参頂きますようお願い
いたします。

農作業事故を未然に防ごう！

研修センター　☎92-0588

　農機協では、９月から 10 月を「秋の農作業安
全運動期間」とし農作業事故防止を呼びかけてい
ます。　
　この時期は、秋の収穫作業で忙しい時期となり、
収穫機械による事故が多く発生します。トラクタ
ーや作業機等を動かす場合は、クラクションや周
囲の人に声かけなど、基本を守り農作業安全に努
めましょう。
　また、夕暮れ、夜間には回転灯や低速車マーク
などを装着して一般自動車と追突事故を未然に防
ぎましょう。

皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします。

農機協
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■関東圏では梅雨明けは済んだものの記録的な連日の降雨。長雨は近郊
の葉物野菜農家を直撃し、出荷野菜のカビや腐れなど記録的な不作が伝
えられる。幸い、北海道は記録的な猛暑続きであったものの最近になっ
て朝晩はさわやかな「秋風」、水田では季節の使者の「トンボ」が舞い着
実な季節の変化が感じられる。■どかんと農業まつりは町内外から約 3
万人もの人々が会場を訪れ「美瑛の夏を謳歌」した。いよいよ収穫の秋、
大車輪の収穫作業が始まる。美瑛の美味しい農畜産物が主役を飾る時期
だが生産の主役は勿論、組合員の皆さんの作業があるからこそ。■耳慣
れているが農作業は危険と隣り合わせ。点検、トラブルは「まずエンジ
ンストップ」基本を胸に、無事故の作業を切望するものである。

733 人

1,901 人

255 億 69 百万円

84 億 56 百万円

 11 億 26 百万円

40 億 17 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 29 年 7 月末）

発生件数　　1 件（  8 件）　《14 件》
　　負傷　　1 人（  8 人）　《14 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《 0 人》

（　）は 29 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（8月 20日現在）

9

6日（水）　豆採種圃場審査

18日（月）　敬老の日

23日（土）　秋分の日
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道
内
で
屈
指
の
生
産
地
と
し
て
市
場
評

価
の
高
い
百
合
根
生
産
部
会
（
藤
原　

哲

会
長
）
の
消
流
懇
談
会
が
８
月
23
日
、
白

金
温
泉
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
に
は
部
会
員
の
他
、
市
場
関

係
者
８
名
が
参
加
。
美
瑛
産
の
百
合
根
の

販
売
環
境
に
つ
い
て
熱
心
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
藤
原
部
会

長
が
「
今
年
も
生
育
は
順
調
だ
。
出
来
秋

に
期
待
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
。
産

地
情
勢
、
美
瑛
百
合
根
の
評
価
等
に
つ
い

　フレッシュミセス会では、７月 13日にＪＡびえい３階
で夏期研修が行われました。
　今年は、お化粧講座をやり、ふだん忙しく、なかなかお
肌の手入れができずにいたので、とても良い経験をしまし
た。普段は適当にやっていたので肌がボロボロだったけど、
研修を受けてこんなに違うんだなと、実感しながら、スタッ
フの皆さんや、フレッシュのみなさんと色々なお話をしな
がら楽しくやりました。なかなかできない良い体験をしま
した。
　お昼はビブレで食事をしました。普段なかなか食べに行
くことができなかったので、おいしく頂きました。前菜の
野菜の盛り付けも、オシャレでいつも食べている野菜でも
工夫一つでちがう味が楽しめました。メインの鳥肉も赤ワ
インで煮ていておいしかったです。パンも焼きたてを出し
て頂き、お腹いっぱいになり、デザートもおいしかったです。
　毎日、仕事や家事に追われていますが、研修中は皆さん
の楽しそうな会話や、笑顔が見られて、とても良い一日
でした。研修に参加し
てくれたみなさん、あ
りがとうございました。
また、仕事や家事を頑
張っていきたいと思い
ます。

　フレッシュミセス会
　　会長　佐藤　窓夏

百
合
根
生
産
部
会
で
消
流
懇
談
会

　
　
期
待
さ
れ
る
、
美
瑛
産

て
大
阪
中
央
青
果
の
佐
藤
慶
一
執
行
役
員

部
長
は
「
今
年
は
全
道
的
に
小
玉
傾
向
だ
。

当
町
産
は
全
道
屈
指
の
産
地
で
あ
り
、
玉

も
大
き
く
収
量
、
品
質
と
も
に
期
待
し
て

い
る
。
市
場
と
し
て
も
自
信
を
も
っ
て
売

ら
せ
て
も
ら
う
」
と
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
を
最
終
目
標
と
す
る
農
業
振

興
計
画
で
は
95
㌧
、
73
，
７
１
０
千
円
の

生
産
高
目
標
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
目
標
達
成
に
向
け
て
部
会
員
の
皆
さ
ん

の
追
い
込
み
の
作
業
が
続
け
ら
れ
ま
す
。


